
活用事例

導入の背景 税務支援システムを導入した理由
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　『ＪＡオロロン』は北海道北部の日本海側にある
留萌管内に位置し、平成１５年に旧ＪＡ羽幌町、旧
JA初山別村、旧ＪＡ遠別が広域合併して誕生しま
した。羽幌町天売島に生息するウミガラスという鳥
の鳴き声がオロロンと聞こえることからオロロン島

と呼ばれており、当組合の由来ともなっています。
　日本最北の水稲北限の地であり、食味のよいお米
「オロロン米」を始めとして、グリーンアスパラガ
ス、メロン、長いも、生乳、畜産物など様々な生産
を行っています。

　ＪＡオロロンでは平成２９年からＪＡ北海道税務支援システムを導入し、
ご活用頂いています。税務支援システム導入前より組合員の税務申告を
サポートしてきた営農課兼酪農畜産課課長の和泉氏にお話を伺いました。
　※ＪＡオロロンでは『Web農業簿記』『Web確定申告』『Web家畜台帳』
　　『農業簿記１０ＪＡ北海道バージョン』を導入頂いています。

　ＪＡオロロンの正組合員戸数は３９０戸（平成３０年度期首時
点）、地区は羽幌、初山別、遠別の３地区となります。そのうち、
ＪＡが組合員の税務申告サポートを行っているのが羽幌地区で
約１００戸、遠別地区で約２０戸と全体の３０％ほどであり、７０％
の組合員は役場のサポートもしくは各自で税務申告を行ってい
るのが現状です。
　ＪＡでは既にソリマチ簿記（ＪＡバージョン）を導入し組合員
の税務申告サポートを行っていた経過にあります。主な作業は
２パターンになり、１つ目はクミカン取引が反映した青色申告
様式を組合員に配布するパターンです（ＪＡ作業：第四次拡充
システムからクミカン取引をダウンロード→ソリマチ簿記へ
アップロード→クミカン取引が反映した青色申告様式を組合員
に配布／組合員作業：クミカン外取引を含む不足情報の追加→
税務申告）。２つ目は税理士法人松井一晃事務所（以下、松井

一晃事務所）と顧問契約を結んでいる組合員のソリマチ簿記情
報を松井一晃事務所へ提供するパターンです（ＪＡ作業：第四
次拡充システムからクミカン取引をダウンロード→ソリマチ簿
記へアップロード→ソリマチ簿記情報をＣＤに保存→松井一晃
事務所へ送付）。両パターンとも、組合員や顧問税理士の作業
期間を考慮すると、できるだけ早く情報提供をすることが大切
となります。しかし、一年間のクミカン取引が確定するのは１
２月末締め後となり、早くても１月上旬から作業開始となるこ
と、さらには日常の業務対応や決算対応等と重なり、作業時間
（２週間程度）の確保が大きな課題でした。
　ＪＡ北海道税務支援システムについては、クミカン取引の取
込作業や松井一晃事務所への情報提供が不要となることから作
業軽減が図ることを期待して、平成２９年度よりシステム導入
を決断しました。

導入メリット Web農業簿記で作業軽減に成功
　システム導入前は２週間程度かかっていた作業が、システム
導入後は１～２日に短縮され、大幅な作業軽減となりました。
なお、作業はシステム導入前後とも１名体制で行っています。
　作業軽減となった理由は次の２つの機能にあります。

【理由１：クミカン取引の自動連携】
　ソリマチ簿記にクミカン取引を取り込むため、組合員１人ず
つ取引のダウンロード・アップロード作業を繰り返し実行して
いましたが、システム導入後はクミカン取引の取り込みが全て

自動化となり、作業軽減につながりました。

【理由２：税理士事務所とのデータ共有】
　クラウドシステムにより、税務申告の関係者（組合員・ＪＡ・
税理士など）がデータを共有することが可能となります。クミ
カン取引を含んだソリマチ簿記情報を松井一晃事務所にも共有
することで、これまでのソリマチ簿記情報の媒体渡しなどの作
業を省くことができました。
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